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2. REMAP-CAPグローバルレベルでの進捗状況

3. 国内での症例登録状況

4. 施設実績紹介

5. 現状報告
i. 研究管理委員会より
ii. ドメインコアチームより（研究実施に役立つ各種資料紹介等）
iii. 事務局より

6. 今後の方向性
i. 国内各種ドメインについて（新規RCT含む）
ii. 海外専門家グループへの日本からの参画
iii. 他の国内大規模研究との連携について
iv. 各種スピン・オフ研究
v. 海外との連携強化

7. 質疑応答

8. 総括

本日のプログラム



グローバルでの参加施設と登録患者数

https://www.remapcap.org

総のべ
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（21カ国）

19,672 17,643 55

11,077 9,737 359

2022年3月20日時点
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参加施設数と登録患者数



2022/3/20現在

日本の登録症例数（ドメイン別）

祝 100 randomization突破！
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参加登録施設 9施設 参加登録施設 4 施設

日本の参加施設状況
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日本の参加施設状況 (倫理審査中含む)

2022年3月20日時点



国内独自体制: ドメインコアチーム
国内独自資料: クイックレファレンス

https://www.remapcap.jp/?page_id=1046



薬剤治療ガイダンス（新）

https://www.remapcap.jp/?page_id=1046



事務局より

• 参加施設医師向けアンケート

• セントラルIRB

• 各種翻訳

DCTより（国内）

• 抗ウイルス薬（インフルエンザ）

• 他、各種ドメイン

• 治験（免疫調整薬）ドメイン

Domain Specific Working Groupより（海外）

• Rescue steroid for COVID-19

• Immunemodulation for influenza

• Mechanical ventilation

• Endothelial

他、検討中新規ドメイン

• 抗血小板薬 for COVID-19

今後の方向性



• Repository of Data and Biospecimen 
of INfectious Disease

• 新興・再興感染症、感染症一般に対して、病態
解明の研究や、予防法・診断法・治療法の開発
等を進めるための基盤（ナショナル・リポジト
リ）を構築する事業

https://rebind.ncgm.go.jp

REBINDとの連携



CORES研究との連携



国内スピン・オフ研究

• COVID-19関連RCTに関するScoping Review

• COVID-19研究関連PIへのインタビュー

• COVID-19患者・家族の視点: 質的研究

• 重症患者・感染症患者に対する同意取得実態調査

• eCONSENTの実装、関連する倫理的要件

• 新興再興感染症関連 臨床試験参加に対する意識調査

海外との連携強化

• Post COVID-19みすえた研究計画

• グローバルレベルでの ガバナンス強化 ・研究費運用

• 途上国支援（日本からアジアの国々への参加サポート）

• バイオバンク系組織との連携

• Public Patient Involvement Engagement (PPIE) 

スピン・オフ研究 & 海外との連携強化



•皆様の施設からREMAP-CAPへのご参加

• eConsent実装、関連する倫理的要件に関する研究

（他、各種研究多数）

• 各種翻訳文書作成

• 参加施設アンケート集計・発表

• 研究費申請！

協力募集



“Neither Evidence-Based Nor Evidence-Generating” (NEBNEG)

“Sensibly Evidence-Based and Sustainably Evidence-Generating” 
(SEBSEG)

問い合わせ先: admin@remapcap.jp

Treatment

Clinical study

RCT

Well-designed 

and 

adequately 

powered RCT

サイエンスと
しての学びが
蓄積しにくい

“compassionate care” =

NEBNEG

患者を治し
かつ次の患者の
ために学ぶ


